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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 2月 2日 (2006.2.2)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 酸 、 塩 基 及 び 溶 媒 残 留 物 を 含 む 、 塩 化 物 含 有 廃 水 の 精 製 方 法 で あ っ て 、 酸 性 化 、 そ の 後
の 抽 出 、 ア ル カ リ 性 化 及 び ス ト リ ッ ピ ン グ に よ り 廃 水 を 処 理 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 廃 水 は ポ リ カ ー ボ ネ ー ト ま た は ジ フ ェ ニ ル カ ー ボ ネ ー ト を 製 造 す る 界 面 重 縮 合 法 か ら 生
じ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 好 ま し い 方 法 は 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 を 用 い て 二 段 階 で 再 抽 出 を 行 う こ と に あ る 。
水 酸 化 ナ ト リ ウ ム の 濃 度 を １ ～ ３ ０ ％ 、 好 ま し く は ５ ～ ２ ０ ％ に 回 復 す る た め の 余 分 の 水
酸 化 ナ ト リ ウ ム を 添 加 し た 、 第 二 抽 出 工 程 か ら 取 り 出 し た 部 分 ス ト リ ー ム か ら 生 ず る 水 酸
化 ナ ト リ ウ ム ／ フ ェ ノ ラ ー ト 水 溶 液 を 用 い て 、 第 一 抽 出 工 程 に お い て 上 述 の よ う に 抽 出 を
行 う 。 こ の 段 階 で 生 じ る 部 分 ス ト リ ー ム を フ ェ ノ ー ル の 回 収 に 直 接 供 給 し 、 第 二 段 階 か ら
の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 の 対 応 す る 量 を 新 た な ア ル カ リ 溶 液 と し て 供 給 し 、 余 分 の 水 酸
化 ナ ト リ ウ ム の 添 加 で 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 濃 度 を １ ～ ３ ０ ％ 、 好 ま し く は ５ ～ ２ ０ ％ 回 復
す る 。 第 二 抽 出 工 程 に お い て ～ ３ ０ ％ 、 好 ま し く は ５ ～ ２ ０ ％ の Ｎ ａ Ｏ 用

ア ル カ リ 水 溶 液 を 用 い て 有 機 抽 出 剤 を 再 抽 出 し 、 水 性 の 再 抽 出 物 を そ の 後 に 中 和 す る こ
と に よ り 、 フ ェ ノ ー ル 化 合 物 を 回 収 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

に
、 １ 濃 度 の Ｈ を



い て 上 述 の よ う に 抽 出 を 行 い 、 取 り 出 さ れ る 部 分 ス ト リ ー ム は 新 た な ア ル カ リ 液 で 置 き 換
え ら れ 、 部 分 ス ト リ ー ム は 余 分 の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム の 添 加 で 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 濃 度 を １ ～
３ ０ ％ 、 好 ま し く は ５ ～ ２ ０ ％ に 回 復 し 、 こ の （ 置 き 換 わ っ た ） 部 分 ス ト リ ー ム を 新 た な
抽 出 剤 と し て 第 一 段 階 に 供 給 す る 。 第 一 段 階 か ら 抜 き 出 し た 部 分 ス ト リ ー ム と し て 、 濃 縮
さ れ た フ ェ ノ ラ ー ト の ア ル カ リ 水 溶 液 を 得 、 こ れ か ら Ｈ Ｃ ｌ を 用 い る 簡 単 な 中 和 に よ り 二
相 を 形 成 し 、 簡 易 な 分 離 容 器 で 分 離 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 方 法 で 、 フ ェ ノ ー ル を
約 ９ ０ ％ 含 む 上 相 を 得 、 こ れ は 、 合 成 （ 例 え ば ジ フ ェ ニ ル カ ー ボ ネ ー ト ） に 再 度 使 用 す る
こ と が で き る か 、 な い し は 別 法 で は 処 分 す る こ と が で き る 。 も う 一 つ の 相 は 食 塩 水 溶 液 か
ら 成 り 、 フ ェ ノ ー ル を わ ず か に 含 み 、 反 応 廃 水 に フ ィ ー ド バ ッ ク さ れ て 処 理 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 特 に 断 ら な い 限 り 、 本 発 明 の 方 法 に お け る 全 て の 工 程 を 、 各 場 合 で 使 用 す る 溶 媒 の 中 で
最 も 低 い 沸 点 よ り も 低 い 温 度 で 、 か つ 、 常 圧 下 で 行 う 。 し か し な が ら 、 必 要 な ら ば 、 こ れ
ら の 温 度 よ り も 高 い 温 度 で 、 そ れ に 応 じ て 調 整 し た 圧 力 で 工 程 を 行 う こ と も で き る 。
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　 以 下 に 、 本 発 明 の 好 ま し い 態 様 を 記 載 す る 。
　 １ ． 酸 、 塩 基 及 び 溶 媒 残 留 物 を 含 む 、 塩 化 物 含 有 廃 水 の 精 製 方 法 で あ っ て 、 酸 性 化 、 そ
の 後 の 抽 出 、 ア ル カ リ 性 化 及 び ス ト リ ッ ピ ン グ に よ り 廃 水 を 処 理 す る こ と を 特 徴 と す る 方
法 。
　 ２ ． 廃 水 は ポ リ カ ー ボ ネ ー ト ま た は ジ フ ェ ニ ル カ ー ボ ネ ー ト を 製 造 す る 界 面 重 縮 合 法 か
ら 生 じ る こ と を 特 徴 と す る 上 記 １ に 記 載 の 方 法 。
　 ３ ． 酸 性 化 及 び 脱 気 に よ り 、 炭 酸 塩 を 初 め に 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る 上 記 １ に 記 載 の
方 法 。
　 ４ ． 溶 媒 を 用 い る 抽 出 に よ り 、 フ ェ ノ ー ル 化 合 物 及 び 他 の 有 機 化 合 物 を 除 去 す る こ と を
特 徴 と す る 上 記 １ に 記 載 の 方 法 。
　 ５ ． 反 応 抽 出 で 塩 基 を 用 い る 抽 出 に よ り 、 酸 を 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る 上 記 １ に 記 載
の 方 法 。
　 ６ ． 抽 出 を 塔 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 上 記 １ に 記 載 の 方 法 。
　 ７ ． ア ル カ リ 水 溶 液 を 用 い て 有 機 抽 出 剤 を 再 抽 出 し 、 水 性 の 再 抽 出 物 を そ の 後 に 中 和 す
る こ と に よ り 、 フ ェ ノ ー ル 化 合 物 を 回 収 す る こ と を 特 徴 と す る 上 記 １ に 記 載 の 方 法 。
　 ８ ． 再 抽 出 を ミ キ サ ー － セ ト ラ ー で 行 う こ と を 特 徴 と す る 上 記 ７ に 記 載 の 方 法 。
　 ９ ． 再 抽 出 を 向 流 の 原 理 に よ り 行 う こ と を 特 徴 と す る 上 記 ７ に 記 載 の 方 法 。
　 １ ０ ． 再 抽 出 を 二 段 階 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 上 記 ７ に 記 載 の 方 法 。
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